
〈
研

究

論

文

Ｓ

〉

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶
理
論
と
脳
生
理
学

問

題

の

所

在

「

脳

は

記

憶

の

保

存

場

所

で

は

な

い

」

こ

れ

は

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

『

物

質

と

記

憶

』

（

Ｍ

ａ

ｔ
ｉｅ
ｒ
ｅ

　
ｅ

ｔ
　
ｍ

ｅ
ｍ

ｏ

ｉ
ｒ
ｅ
（

　

Ｐ

．
　Ｕ

．
　Ｆ

．
　
１
８
９
６
）

の

第

二

章

に

お

い

て

提

起

さ

れ

た

有

名

な

テ

ー

ゼ

で

あ

る

が

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

、

そ

こ

か

ら

記

憶

と

は

脳

か

ら

独

立

的

に

存

在

す

る

非

物

質

的

な

も

の

、

つ

ま

り

精

神

で

あ

る

こ

と

を

論

証

す

る

。

彼

に

よ

れ

ば

、

脳

は

記

憶

力

の

道

具

に

す

ぎ

ず

、

記

憶

は

脳

か

ら

独

立

し

て

存

在

す

る

精

神

・

実

在

で

あ

る

。

彼

は

局

在

論

を

否

定

し

、

全

体

論

の

立

場

か

ら

、

脳

・

記

憶

を

論

じ

た

が

、

で

は

、

彼

の

理

論

は

現

代

の

脳

生

理

学

か

ら

見

た

場

合

、

ど

れ

だ

け

の

妥

当

性

を

有

し

、

い

か

な

る

評

価

が

下

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う

か

。

以

下

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

記

憶

理

論

、

脳

生

理

学

の

発

達

状

況

を

考

察

し

、

特

に

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

（

Ｗ

ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ

Ｐ
ｅ
ｎ
ｆ
i
e
ｌ
ｄ
，
　
１
８
９
１
～
１
９
７
９
」
の
学
説
と
比
較
し
な
が
ら
、
「
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶

中
　

富
　

清
　

和

理
論

と
脳
生
理
学
、
即
ち
科
学
と
の
対
決
に
決
着
を
つ
け
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、

ベ

ル

ク
ソ

ン
の

記

憶

理

論

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

『

物

質

と

記

憶

』

に

お

い

て

、

二

種

類

の

記

憶

の

存

在

を

仮

定

す

る

。
一

つ

は

、

身

体

的

記

憶
（
ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉｒ
　ｄ
ｕ
　ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｓ
）
で

あ

り

、

も

う

一

つ

は

独

立

的

記

憶

（
ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉｒ
　
ｉｎ
ｄ
ｅ
ｐ
ｅ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
）

で

あ

る

。

前

者

は

、
学

習

に

お

け

る

記

憶

と

同

様

、

反

復

に

よ

っ

て

獲

得

さ

れ

、

身

体

に

刻

印

さ

れ

る

記

憶

で

あ

り

、

記

憶

と

い

う

よ

り

習

慣

で

あ

る

。

心

理

学

や

生

理

学

で

意

味

す

る

記

憶

は

、

こ

の

身

体

的

記

憶

で

あ

り

、

記

憶

痕

跡

（
ｅ
ｎ
ｇ
ｒ
a
m

）

と

し

て

脳

細

胞

に

刻

印

、

保

存

さ

れ

る

。

こ

の

よ

う

な

記

憶

の

考

え

方

は

、

局

在

論

と

呼

ば

れ

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

否

定

し

た

。

し

か

し

、

こ

の

局

在

論

は

、

記

憶

の

局

在

論

で

あ

っ

て

、

脳

の

機

能

局

在

論

で

は

な

い

こ

と

に

注

意

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

脳

生

理

学

者

は

、

こ

こ

を

誤

解

し

や

す

い

。

機

能

局

在

を

否

Ｑ

）

冖
り



定

す

る

ベ

ル
ク

ソ

ン
の

脳

・
記

憶

理

論

は

、

全

く
非

科

学

的
で

笑

い

草

に

す

ぎ

な

い

と

…

…
。

フ

ラ

ン

ス
の

世

界

を

代

表

す

る

神

経

心

理

学

者

Ｈ
ｅ
ｎ
ｒ
ｉ

H
e
c
a
e
n
 
(
1
9
1
2
～
 
)
は
、
そ
の
著
作
に
お
い
て
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
を
「
全
体

論

者

の

無

知

な
番

犬

」

と

酷
評

し

て

い

る

。

し

か

し
、

こ

れ

は

余

り

に

も

単

純

か
つ
性
急

な
見
解
で

あ
る
。

と
い
う
の
は
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
は
『
物
質

と
記

憶
』

に
お
い
て
、
運
動
失
語
、
感

覚
失

語
を
取

り
上
げ
、
言
語
中

枢
の
局
在

を
認

め
て

い
る
か
ら
で

あ
る
。

さ
ら

に
、
彼

の
大
脳
生
理
学
に
対
す

る
見

解

か
ら

も
、
脳
生
理
学
に
造
詣

が
深

い
こ

と
が
わ
か
る
。

ベ
ル
ク
ソ

ン
は
全
体

論
者
で
は

あ
る
が
、
決
し
て
無
知

な
全
体

論
者
で

は
な
い
。

さ
て
、

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ

れ
ば
、
こ

の
よ
う
に
脳
細
胞

に
保
存

さ
れ

る
身

体
的
記
憶
は
、
物
質
化
・
空
間
化

さ
れ

た
も
の
で

あ
り
、
記
憶

と
い
う
よ
り

習
慣
で
あ

る
。
真
の
記

憶
と
は
、
反
復
努
力
に
よ

っ
て
獲
得
さ
れ

る
の
で

は

な
く
、
我

々
の
意
志
、
身
体

と
は
独

立
し
て
存

在
し
、
過
去

の
登
録
を
行

う

は

脳

細

胞

か

ら

独

立

し

て

存

在

す

る

。

こ

の

よ

う

な

記

憶

概

念

は

、

心

理

学

や

脳

生

理

学

に

見

つ

け

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

こ

う

し

て

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

二

つ

の

記

憶

概

念

を

仮

定

し

た

が

、

こ

れ

ら

の

記

憶

に

対

応

し

て

、

い

か

な

る

記

憶

の

介

入

も

必

要

と

せ

ず

、

身

体

だ

け

で

瞬

間

的

に

再

認

を

行

い

運

動

へ

と

向

か

う

自

動

的

再

認

（
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｉｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｑ
ｕ
ｅ
）
と
、
記
憶
を
必
要
と
し
、
し
か
も
知
覚
を
一
層
強
め
る
働
き

で

あ

る

注

意

を

伴

う

注

意

的

再

認

（
ｒ
ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ａ
ｉｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
　ａ
ｔ
ｔｅ
ｎ
ｔ
ｉｖ
ｅ
）

を

仮

定

す

る

。

つ

ま

り

、

身

体

的

記

憶

に

は

自

動

的

再

認

、

独

立

的

記

憶

に

は

注

意

的

再

認

が

対

応

す

る

。

そ

し

て

、

こ

れ

ら

の

記

憶

、

再

認

の

理

論

を

用

い

る

こ
と
に
よ

っ
て
、
彼
は
局
在
論
が
説
明
不
可
能

な
様

々
な
健
忘

症
、
失
語
症
、

精
神
盲
を
解
明
す
る
。
例
え
ば
、
リ
ヒ
ト
ハ
イ
ム
（
Ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉ
ｍ
）
の
症
例

を

あ

げ

て

み

よ

う

。

患

者

は

、

墜

落

の

結

果

、

言

葉

の

分

節

の

記

憶

、

従

っ

て

自

発

的

に

語

る

能

力

を

失

っ

て

い

た

。

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

彼

は

言

わ

れ

た
こ
と
を
正
確
に
く
り
返
し
た
。
こ
れ
は
、
超
皮
質
性
感
覚
失
語
（
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
-

ｃ
ｏ
ｒ
ｔ
ｉｃ
ａ
ｌ
　ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｒ
ｙ
　ａ
ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｉａ
）

と

思

わ

れ

る

。

言

わ

れ

た

こ

と

を

確

実

に

、

独

立
的
記
憶
で

あ
る
。
こ

れ
は
一
回
限

り
の
具
体

的
な
日
付

を
持

つ
過

去
が
、

連
続

し
て
蓄
積

さ
れ
る
「
持
続

的
記
憶
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ベ
ル
ク
ソ

ン

は
、

こ

の
記

憶

を
純

粋

記

憶

（
ｓ
ｏ
ｕ
ｖ
ｅ
ｎ
ｉｒ
　ｐ
ｕ
ｒ
）

と

も

呼

ん

で

い

る

。

こ

の

記

憶

は
、

普

段

は
我

々

の
意

識

に

の

ぼ

ら

な

い

が
、
無

意

識

の

世

界

で

重

要

な

働

き

を

な
し

、

何

か

の

折
り

に

思

い

が

け

な

く

浮

か

ん

で
く

る

潜

在

的

記

憶

で

あ

る
。

こ

の

よ
う

な
記

憶

の

分
類

の

仕

方

は
、

ベ

ル

ク
ソ

ン

の
独

創

性

に

よ

る
。

心
理

学

で

は

短

期

記

憶

、
長

期

記

憶

の
区

分

が

あ

る

が
、

こ

の

二

つ

の
記

憶

は
、

い

ず
も

脳

細

胞

に

保
存

さ

れ

る

の
で

、

ベ

ル

ク
ソ

ン

に

よ

れ

ば
、

身

体

的
記

憶

に
あ

た

る
。

そ

れ
に

対

し
て

、

純

粋

記

憶

、

独

立
的

記

憶

正
確

に
く
り
返
す
傾

向
が
あ
り
、
無
意
味
な
言
葉
、
文
法
上
誤

っ
て

い
る
発

話
で

も
、
そ
の
ま

ま
そ
っ
く
り
く
り
返
す
。
し
か
も
、
本
人
は
何

を
言
っ
て

い
る
か
気

づ
か
な
い
。
こ
の
失
語
の
原
因

は
、
後
頭
部
、
あ

る
い
は
頭
頂
、

側
頭
分
水
界
領
域

の
損
傷
に
基
づ
く

が
、
正

確
な
限
局
は
で
き
な
い
。
次
に

ア
ル
ノ
ー
（
Ａ
ｒｎ
ａ
ｕ
ｄ
）

鄒

を
あ
げ
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
超
皮
質
性
運
動

失
語
(
t
r
a
n
s
c
o
r
t
i
c
a
l
m
o
t
o
r
 
a
p
h
a
s
i
a
)
と
思
わ
れ
る
。
聞
こ
え
て
く
る
言

葉
の
理
解
力
を
失

っ
た
患
者
も
、
言

葉
を
何
度

か
く
り
返
し
て
や
り
音
節
ご

学理生脳と論理憶記のンソクルベ
｛
り戸〇



と

に

区

切

っ
て

発

音

し

て

や

れ

ば
、

理

解

力

を

回

復

す

る

症

例

で

あ

る
。

原

因

は

ブ

ロ

ー
カ

領

野

の

前

方

、

な

い
し

は

上

方

の

損
傷

、

病
変

に

よ

る
。

こ

れ

ら

の

症
例

に

つ
い

て

局

在

論

は

説

明

で

き

な

い

。（
現

代

の
脳

生

理

学

で

も
、

前

述

し

た

よ
う

に
、

大

ま

か

な
原

因

を
述

べ

る

こ

と

は

で

き

る

が
、

具

体

的

か

つ
厳

密

な
限

局

は

困

難

で

あ

る

。
）

と

い

う

の

は
、

局

在
論

に

よ

れ

ば

記

憶

喪

失

は
、

脳

細

胞

の

破

壊

に

よ

る

も

の

で

あ

る
が

、

で

は

一

度

破

壊

さ

れ

た

脳

細

胞

は
、

ど

の
よ

う

に
し

て

回

復

さ

れ
記

憶

を
呼

び
戻

す

の

で

あ

ろ

う

か

。

ベ

ル

ク
ソ

ン

に

よ

れ

ば
、

こ

れ
ら

の

症

例

は

、
記

憶

が
現

実

化

さ

れ

な

い

こ

と

、

つ
ま

り

、

再

認

の

疾

患

に

よ

っ

て

生

ず

る

の

で

あ

る

。

ま

た

、

精

神
盲
、
視
覚
失
認
の
例
で
あ
る
、
ヴ
ィ
ル
ブ
ラ
ン
ト
（
Ｗ
ｉ
ｌ
ｂ
ｒ
ａ
n
d
)
の
例
も

説

明

で

き

な
い

。

こ

れ

は

、

生

理

的

視

覚

能

力

に

障
害

が

な

く
、

過

去

の

視

覚

的

記

憶

を
保

存

し
て

い

る
に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

記

憶

を
再

認

で

き

な

い

症
例

で

あ

る
。

自
分

の
町

を
思

い
浮

か

べ

る

こ

と

は

で

き

る

の

に

、

実

際

の

町

へ
来

る

と

何

も
思

い
出

す

こ

と

が

で

き

な

い

。

こ

の

症

例

は

、

空

間

知

覚

、

空

間

的
定

位

の
障

害

で

あ

り

、

そ

の

原

因

は

、

現

代

の

脳

生

理

学

に

よ

れ

ば
、

頭
頂

連

合
野

の
損

傷
、

病

変

に

よ

る

。

ベ

ル
ク

ソ

ン
の

説

で

は

、

こ

の

症

例

は

記
憶

の

喪
失

に

よ

る

の

で
ほ

な

く

、

視

覚

印

象

を

身

体

的

運

動

へ

と
方
向
づ
け
る
能
力
、
即
ち
運
動
図
式
(
s
c
h
e
m
e
 
m
o
t
e
u
r
)
の
障
害
、
つ
ま

り

、

自

動

的
再

認

の

疾

患

に

基

づ

く

の

で

あ

る
。

さ
ら
に
局
在
論
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
る
の
が
、
リ
ボ
ー
の
法
則
（
ｌ
ａ

ｌｏ
ｉ
　
ｄ
ｅ
　
Ｒ
ｉｂ
ｏ
ｔ
）

で

あ

る
。

こ

の

法

則

は

、

記

憶

喪

失

の

規

則

性

、

つ

ま

り

記

憶

喪

失

が

文

法

的

な
順

序

で

行

わ

れ

る
こ

と

で

あ

る
。

一

般

に

固

有

名

詞

が
喪
失
さ
れ
、
つ
い
で
普
通
名
詞
、
最
後
に
動
詞
が
喪
失
さ
れ
る
と
い
う
法

則
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
健
忘

症
が
系
統
的

な
進
行
を
と
げ
る
こ

と
は
、
い

か
に
説
明
す

べ
き

か
。
破
壊
、
喪
失

さ
れ
た
脳
細
胞
は
、
い
か
に
し
て
回
復

さ
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
困
難
な
の
は
、
そ
の
回
復
が
規
則
的
に
行
わ
れ
る
理

由
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
失
名
詞
失
語
（
a
n
o
m
i
c
 
a
p
h
a
s
i
a
)
の
症
例
に
類
似

し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
優
位
半
球
の
頭
頂
―
側
頭
葉
の
損
傷
、
病
変
に

よ
る
ら
し
い
が
、
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
に
よ
れ
ば
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま

り
、
失
名
詞
失
語

の
責
任

病
巣
の
局
在

を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
言

っ
て

よ
い
。
ま

た
、
リ

ボ
ー
の
法
則

は
、
健
康

な
人
間
に
も
見

う
け
ら

れ

る
現
象

で
あ
る
か
ら
、

症
例
の
扱

い
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
す

れ

ば
、
リ
ボ
ー
の
法
則
の
原
因
を
、
脳
の
損
傷
、
即
ち
脳
細
胞
の
破
壊
に
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
リ
ボ
ー
の
法
則
の
説
明
は
、
現
代
の
脳
生
理
学
で
も

困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
、
こ
の
法
則
を
自
動

的
再

認
の

基
礎
を
な
す
運
動

図
式
と
注

意
的
再

認
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
動

詞
が
一
番

最
後
に
忘
却
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
運
動
図
式
に
基
づ
い
て
い
る
。

動

詞
は
忘
却
さ
れ
よ
う
と
し
て
も
、
身
体

的
努
力
、
運
動
図
式
が
そ
れ
を
捉

え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
動

詞
は
身
体

の
動
き
と
結
び
つ
い
て
い

る
の
で
忘
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。
反

対
に
固
有
名
詞

は
身
体
の
動

き
と
は
最

も

か
け
離
れ
て
い
る
の
で
、
最
初
に
忘
却
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
運
動

図

式
に
よ

っ
て
捉
え
ら
れ
た
記
憶
は
、
注
意
的
再

認
に
よ
っ
て
潜
在
的
状
態
か

ら
引
き
出
さ
れ
現
実
化
す
る
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
の
理
論

に
よ
れ

ば
、
リ

ボ
ー
の

法

則

が
見
事
に
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



ベ

ル

ク

ソ

ン

は

、

こ

の

よ

う

な

健

忘

症

を

多

数

取

り

上

げ

説

明

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

記

憶

の

喪

失

は

脳

細

胞

の

破

壊

に

よ

る

も

の

で

は

な

く

、

再

認

の

疾

患

に

よ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

示

す

。

そ

こ

か

ら

、

脳

は

記

憶

の

保

存

場

所

で

は

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

つ

ま

り

記

憶

の

局

在

論

が

否

定

さ

れ

る

。

記

憶

は

脳

に

貯

蔵

さ

れ

る

も

の

で

は

な

く

、

脳

か

ら

独

立

し

て

存

在

す

る

非

物

質

的

な

も

の

、

つ

ま

り

精

神

・

実

在

な

の

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

脳

と

は
、
記
憶
の
機
能
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
記
憶
力
の
運
動
的
道
具
」

（
ｉｎ
ｓ
ｔｒ
ｕ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
m
o
ｔｅ
ｕ
ｒ
　
ｄ
ｅ
　
ｌａ
　ｍ

ｅ
ｍ
ｏ
ｉｒ
ｅ
）
に

す

ぎ

な

い

の

で

あ

る

。

こ

れ

ら

か

ら

、

脳

と

は

精

神

・

実

在

が

活

動

す

る

場

で

あ

る

と

も

言

え

よ

う

。

以

上

が

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

記

憶

理

論

で

あ

る

が

、

こ

れ

は

、

今

か

ら

約

九

十

年

前

に

確

立

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

当

時

か

ら

比

較

す

る

な

ら

ば

、

脳

生

理

学

は

飛

躍

的

に

発

展

し

、

我

々

は

、

意

識

や

記

憶

、

心

を

科

学

的

に

研

究

す

る

上

で

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

よ

り

は

る

か

に

有

利

な

立

場

に

あ

る

と

言

え

よ

う

。

で

は

、

現

代

的

な

視

点

か

ら

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

記

憶

理

論

を

考

察

し

た

場

合

、

い

か

な

る

評

価

が

下

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う

か

。

次

に

、

私

は

現

代

ま

で

の

脳

生

理

学

の

状

況

を

若

干

紹

介

し

、

あ

る

一

人

の

脳

科

学

者

、

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

を

取

り

上

げ

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

理

論

と

対

決

さ

せ

て

み

た

い

。

二

、

脳

生

理

学

の

発

展

と

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

近
代
的
な
脳
研
究
は
、
ブ
ロ
ー
カ
（
Ｐ
．
　
Ｐ
．
　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｃ
ａ
（
　
１
８
２
４
～
１
８
８
０
）
、
ウ

ェ
ル
ニ
ケ
（
Ｃ
．
　
W
e
ｒ
ｎ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
,
　
１
８
４
８
~
１
９
０
４
）
の
言
語
領
野
の
発
見
に
始
ま

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

言

語

中

枢

の

局

在

が

確

認

さ

れ

、

大

脳

局

在

論

が

成

立

し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
フ
リ
ッ
チ
ュ
（
Ｇ
．
　
Ｔ
．
　
Ｆ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
,
　
１
８
３
８
～
１
９
２
９
）

と
ヒ
ッ
チ
ヒ
（
Ｅ
．
　
Ｈ
ｉ
ｔ
z
ｉ
ｇ
,
　
１
８
３
８
～
１
９
０
７
）
は
、
イ
ヌ
の
露
出
し
た
大
脳
皮

質

を

電

気

的

に

剌

激

し

て

そ

の

効

果

を

調

べ

た

。

局

在

論

を

不

動

に

し

た

も

の
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
が
行
っ
た
ヒ
ト
の
脳
へ
の
電
気

刺

激

実

験

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

彼

は

運

動

野

と

体

性

感

覚

野

内

の

機

能

局

在

を

示

し

た

の

で

あ

る

。

無

論

、

こ

の

よ

う

な

大

脳

局

在

論

の

成

立

及

び

発

展

に

対

し

て

批

判

も

行

わ

れ

た

。

例

え

ば

、
ジ

ャ

ク

ソ

ン
（
Ｊ
．　Ｈ
ｕ
ｇ
ｈ
ｌｉｎ
ｇ
ｓ

Ｊ
ａ
ｃ
ｋ
ｓ
ｏ
ｎ
,
 
１
８
３
５
～
１
９
１
１
）
は
、
感
覚
―
運
動
機
能
に
つ
い
て
は
局
在
を
認
め

た
が
、
高
次
精
神
機
能
に
つ
い
て
は
、
感
覚
―
運
動
機
能
と
は
異
な
る
の
で
、

局
在
不
可
能
で
あ
る
と
し
た
。
（
こ
の
考
え
方
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
そ
れ
に
近

い

。
）

ま

た

、

言

語

の

発

現

に

は

両

半

球

が

関

係

し

て

お

り

、

失

語

で

消

失

す

る

の

は

高

級

で

意

図

的

な

知

性

言

語

で

あ

り

、

自

動

的

で

感

情

的

な

言

語

は

残

っ

て

い

る

と

い

う

。

彼

の

考

え

方

は

、

今

世

紀

に

な

っ

て

ヘ

ッ

ド
（
Ｓ
ｉｒ

Ｈ
．
　
H
e
a
d
,
　
１
８
６
１
～
１
９
４
０
）
に
よ
っ
て
再
認
識
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ュ
タ
イ
ン

（
Ｋ
．
　
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
,
　
１
８
７
８
～
１
９
６
５
）
に
受
け
継
が
れ
、
個
々
の
機
能
の
局
在
は

認

め

る

が

。

大

脳

皮

質

は

全

体

と

し

て

働

い

て

い

る

と

い

う

全

体

論

と

し

て

開

花

す

る

。

神
経
解
剖
学
を
見
る
と
、
ゴ
ル
ジ
（
Ｃ
.
　
Ｇ
ｏ
ｌ
ｇ
ｉ
,
　
１
８
４
４
～
１
９
２
６
）
が
一
八

七

五

年

、

鍍

銀

染

色

法

を

発

表

し

、

そ

れ

に

よ

っ

て

軸

索

、

楔

状

突

起

に

至

る
神
経
細
胞
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
ゴ
ル
ジ
法
を
用
い
て
、
カ
ハ

ー
ル
　
（
Ｓ
．
　
Ｒ
．
　
Ｃ
ａ
ｊ
ａ
ｌ
,
　
１
８
５
２
～
１
９
３
４
）
は
神
経
系
の
微
細
構
造
の
研
究
を
行

っ
た
。
（
ゴ
ル
ジ
、
カ
ハ
ー
ル
は
一
九
〇
六
年
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
。
）
こ

学理生脳と論理憶記のンソクルベ
－７



の

軸

索

樹

状

突

起

に

つ

い

て

は

。

バ
ジ

ク

ソ

ン

も

『

物

質

と

記

憶

』

の

中

に

お

い

て

、

こ

の

用

語

を

使

用

し

て

い

る

。

ま

た

、

一

八

七

〇

年

代

に

フ

レ

キ

シ

ヒ

（

Ｐ
．　
Ｆ
ｌｅ
ｃ
ｈ
ｓ
ｉｇ
（
　

１
８
４
７
～

１
９
２
９
）

は

連

合

中

枢

の

存

在

を

仮

定

し

、

髄

鞘

形

成

の

速

さ

で

区

分

し

た

フ

レ

キ

シ

ヒ

の

脳

地

図

を

作

成

し

た

。

二

十

世

紀

に

入

る

と

、

ブ

ロ

ー

ド

マ

ン
（

Ｋ

．　
Ｂ
ｒ
ｏ
ｄ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
,
　
１
８
６
８
～

１
９
１
８
）
は

、

細

胞

構

築

上

、

五

十

二

の

領

野

に

分

け

、

各

領

野

を

番

号

で

示

し

た

。

今

日

、

こ

れ

は

プ

ロ

ー

ド

マ

ン

の

脳

地

図

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

。

こ

の

業

績

は

、

五

十
年
に
わ
た
る
そ
の
後
の
脳
外
科
学
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。

脳
波
研
究
で
は
、
ベ
ル
ガ
ー
（
Ｈ
ａ
ｎ
ｓ
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｅ
ｒ
,
　
１
８
７
３
～
１
９
４
１
）
が
脳
波
を

発

見

し

（

一

九
二

九
年

）
、

こ

れ

に

よ

っ

て

人

間

の

心

を

把

握

し

よ

う

と

し

た

が

失

敗

し

た

。

ニ

ュ

ー

ロ

ン

レ

ベ

ル

で

の

研

究

で

は

、

記

憶

と

シ

ナ

プ

ス

、

Ｒ
Ｎ
Ａ
と
の
関
係
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
.
 
H
ｙ
ｄ
ｅ
ｎ
の
発
想

（

一
九

五

九
年

）

は

、

そ

の

代

表

的

な

も

の

で

あ

る

。

シ

ナ

プ

ス

を

介

し

て

神

経

細

胞

へ

到

達

し

た

イ

ン

パ

ル

ス

は

Ｒ

Ｎ

Ａ

の

ア

ミ

ノ

酸

の

配

列

パ

タ

ン

を

か

え

、

新

し

い

パ

タ

ン

の

Ｒ

Ｎ

Ａ

は

神

経

細

胞

の

イ

ン

パ

ル

ス

の

発

現

や

伝

導

の

原

動

力

に

な

る

と

い

う

、

記

憶

の

仕

組

み

を

Ｒ

Ｎ

Ａ

の

構

成

に

求

め

よ

う

と

す

る

考

え

方

で

あ

る

。

ま
た
、
最
近
、
科
学
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
C
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
、
ポ
ジ
ト
ロ

ン
C
Ｔ
、
局
所
血
流
量
、
局
所
グ
ル
コ
ー
ス
代
謝
の
測
定
な
ど
に
よ
っ
て
、

脳

の

機

能

状

態

を

画

像

に

写

し

て

、

そ

の

機

能

局

在

を

確

か

め

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

例

え

ば

、

大

脳

皮

質

領

域

の

血

液

供

給

量

を

測

定

す

る

と

。

話

を

す

る

場

合

、

体

性

感

覚

野

、

運

動

野

の

囗

Ｉ

舌
－

喉

頭

領

域

、

運
動
連
合
野
、
聴
覚
野

の
活
性
化
が
確
認

さ
豹

。
頭
の
中
で
、
一
～
二
十

ま
で
く
り
返
し
数
え

る
と
い
っ
た
心
の
言
語
は
、
前
頭

領
域

、
特

に
運
動
連

合
野
を
活
性
化
す

る
。
こ

の
空
想
上
の
言
語
は
、
ブ
ロ
ー
カ
、

ウ
ェ
ル
ニ
ケ

領
野
を
活
性
化
し
な
い
。
従

っ
て
、
こ
れ
は
純
粋

な
精
神
現
象
の
局
在

を
あ

ら
わ
す
と
い
え

よ
う
。

以

上
、
脳

生
理
学

の
発
展

状
況

を
若
干

取
り
上
げ

た
が
、
そ
の
成
果
は
余

り
に
も
多
く
、
こ

の
場
で

は
説
明

し
き
れ
な
い
。
し

か
し
、
脳
生
理
学
の
発

展

の
根
底

に
あ
る
考
え
方

は
、
伺

う
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
脳

の
構

造

と
機
能

を
さ
ら
に
分
析
し
て
行
け

ば
、
や

が
て
は
人
間
精
神

の
本
質

を
機
械

論
的
に
説
明

し
う
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
も
し
、
我
々

が
脳
の

内
部
を
何
千
万

倍
も
の
倍
率
を
持
つ
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
脳
の
皮
質

を
つ
く

っ
て
い
る
分
子
や
原
子

の
動

き
を
ま
じ
か
に
見
、
そ
の
動
き
と
心
と
の
間
の

対

応
表

を
持

ち
う

る
な
ら

ば
。
感

じ
欲
す

る
心
を
、
原
子
・
分
子
の
動
き
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
我
々
の
思
考
は
、
原
子
、
分
子
運

動

に
還
元

さ
れ

る
も

の
で

あ
り
、
こ

の
原
子
、
分
子
の
運
動

が
測
定
さ
れ
る

な
ら
ば
、
そ

の
状
態

に
対

応
し
た
心

の
動
き
も
予
測
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

こ

れ
は
機
械

的
決
定

論
で

あ
る
が
、
こ

の
考
え
方
に
基
づ
い
て
脳
生
理
学
は

発
展
し
て
き

た
と
言
え

る
で

あ
ろ

う
。
今
後
、
脳
生
理
学
の
発
展

は
、
人
間

の
思
考
。
精
神
を
さ
ら
に
決
定
論
の
枠
組
の
中

へ
押
し
込

め
る
で

あ
ろ

う
。

人
間
の
思
考
、
精
神
は
単
な

る
脳
細
胞
の
分
子

・
原
子
運
動
に
す
ぎ

な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
間
精
神
の
実
在
、
自
由
、
即

ち
人
間
の
尊
厳
は
確
保
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
唯
物
論
的
状
況



は
、
人
間
の
精
神

を
軽

視
し
、
人
間
の
存
在
そ
の
も

の
、
実
存

を
脅
か
す

も

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
私

は
思
う
。

現
代

に
お
い
て
は
、
こ

の
唯
物
論
的
傾

向

に
歯
止

め
を
す

る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
記

憶
理
論
の

意
義

は
、

ま
さ
に
そ
こ
に
あ

る
。
彼
の
研

究
の
偉
大

さ
は
、

記
憶
が
非

物
質

的
な
も
の
、
精
神
・
実
在
で

あ
る
こ

と
を
失
語

症
の
解
明

を
通
し
て

論
証
し

た
こ

と
に
あ
る
。
そ
れ
は
単

な
る
思
弁
、
類
推
に
よ

る
の
で

な
く
、
非

常
に

多
く

の
検
証
例
を
通

し
て
、
記
憶

の
脳
細

胞
か
ら

の
独

立
を
証
明

す
る
。
で

は
、
彼

の
理
論
は
、
現
代

の
脳
生
理
学

と
比
較
す

る
な
ら

ば
、
ど
う
評
価
さ

れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
そ

の
解
答

に
大
き

な
示

唆
を
与
え

て
く
れ
る
の

が
、

先
に
少
し
言
及
し
た
。
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。

彼

は
、

カ
ナ

ダ
の
脳
外
科
医
で

あ
る
が
、
学

生
時
代
、
哲
学
、
神
経
生
理

学
、

神
経

解
剖
学
等

を
修

め
、
広

い
知
識

を
身

に
つ
け
た
上
で
、
脳
外

科
の

道

に
入

り
、
癲
癇
の
外
科
的
治
療

に
大
き

な
貢
献

を
し
た
そ
の
道
の
世
界
的

権
威
で
あ

る
。
癲
癇

治
療
の
際
、
彼

は
そ
の
病
巣
の
位
置
を
突
き
止
め
る
た

め
に
、
患
者

の
意
識

を
保
つ
た
ま
ま
大
脳
半

球
を
露
出
さ
せ
、
電
気
刺
激

を

行
っ
た
。
「
解
釈
領
」
（
i
n
t
e
r
p
r
e
t
i
v
e
 
c
o
r
t
e
x
)
と
呼
ば
れ
る
側
頭
葉
の
言

語
領
域
以
外

の
部
分
（

現
在
の
経
験

を
過

去
の
経

験
に
照
ら
し
て
解
釈
す

る

部
分
）
に
、
二
～
三

ボ
ル
ト
の
弱

い
刺

激
電

流
を
流
し
た
。
そ
れ
に
よ

っ
て

患

者

は

、

映

画

の

フ

ラ

ッ

シ
ュ

バ

ッ

ク

の

よ

う

に

、

過

去

の

経

験

、

出

来

事

を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
フ
ラ
″
シ
ュ
バ
ッ
ク
（
ｆ
ｌ
ａ
ｓ
ｈ
　
ｂ
ａ
ｃ
ｋ
）
現
象

は
―
―
「
経
験
反
応
」
（
e
x
p
e
r
i
e
n
t
i
a
l
 
r
e
s
p
o
n
s
e
s
)
と
も
言
う
―
側
頭

葉

の

み

に

お
い

て

現

わ

れ
、

そ

れ
以

外

の

部

分

に

お

い
て

は

現

わ

れ

な

か

っ

た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
の
起
こ
っ
た
皮
質
領
域
を
切
除
し
て
も
、

そ

の
記

憶

は

喪

失

さ

れ

な

か

っ

た
。

こ

の

事

実

は

、

記

憶

痕

跡

の

脳
細

胞

へ

の
付

着

を
否

定

す

る
も

の
で

あ

る
。

も

し

、

付

着

し

て

い

る

な

ら

ば
、

切

除

さ
れ
た
部
分
の
記
憶
が
喪
失
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
、

最

初

は
（
一
九
五
一
年
頃
）
、
側

頭

葉

に

は

「

記

憶

領

」
（
m
e
m
o
ｒ
ｙ
　ｃ
ｏ
ｒ
ｔｅ
ｘ
）
と

も
呼

ぶ
べ
き
部
分

が
あ
り
、
電
気
刺
激
で
経
験
反
応

が
現
わ
れ
る
箇
所

の
付

近
に
過
去
の
経
験
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
後

の
講
演
で
こ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
ぃ
る
。
「
記
録
は
大

脳

皮

質

に

保

存

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

」

（

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

最

初

の

テ

ー

ゼ

を

思

い

出

し

て

ほ

し

い

。
）

こ

れ

が

、

何

百

人

も

の

人

々

の

側

頭

葉

を

露

出

さ

せ

、

実

験

を

行

っ

た

結

論

で

あ

る

。

記

憶

の

大

脳

皮

質

局

在

を

ベ

ル

ク

ソ
ン
、
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
共
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
の
偶
然
で
あ

ろ

う

か

。

人

間

の

記

憶

は

、

記

憶

痕

跡

と

し

て

脳

細

胞

に

付

着

す

る

単

純

な

も

の

で

は

な

く

。

は

る

か

に

複

雑

な

の

で

あ

る

。

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

に

よ

れ

ば

、

記

憶

に

は

側

頭

葉

、

そ

れ

も

と

り

わ

け

海

馬

が

関

係

し

て

い

る

。

海

馬

は

意

識

の

流

れ

の

記

録

を

保

存

す

る

神

経

パ

タ

ー

ン

（

記

憶

そ

の

も

の

で

は

な

い

）

の

貯

蔵

所

で

あ

る

と

仮

定

し

て

い

る

。

も

し

、

そ

う

で

な

く

と

も

、

海
馬

は
記
録
の
再

活
動
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し

て
い
る
と
い
う
。

こ

の
よ
う
な
経
験
反
応
の
事
実
は
、
我
々

が
完
全
に
忘
却
し
た
と
思

っ
て

い
る
記

憶
が
必
ず
し
も
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ

と
を
示

し
て

訪

。
海
馬
、

側
頭

葉
の
損
傷
は
、
新
し
い
記

憶
の
形

成
を
妨

げ
る
が
、
し

学理生脳と論理憶記のンソクルベ
Ｑ

り

７



か
し
、
古

い
記

憶
は
保
持

さ
れ
て

い
る
。
こ
の
古
い
記
憶

の
保
持

は
、
ベ
ル

ク
ソ
ン
の
純
粋
記
憶
の
概
念
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
純
粋
記
憶
と
は
潜

在
的
な
記
憶
で
あ
り
、
決
し
て
消
失

さ
れ
る
こ

と
の
な
い
実

在
・
精
神
で
あ

る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
純
粋
記
憶
、
独
立
的
記
憶
の
概
念
は
、
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
の
実
験
事
実
に
矛
盾

し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
と
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
を
比
較
し
て
行
く
と
、
そ
の

共
通
性
、
類

似
性

に
驚

く
。
と
い
う
の
は
、
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
再

認

に
お
い
て
、

自
動
的
再
認
と
注
意
的
再
認
と
を
区
別
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
感
覚
―
運

動
機
構
（
m
e
c
a
n
i
s
m
e
s
 
s
e
n
s
o
r
i
-
m
o
t
e
u
r
s
)
、
純
粋
記
憶
が
対
応
し
て
い
る
。

つ
ま
り
自
動
的
再
認

は
感
覚

―
運
動

機
構
で

あ
る
身

体
と
結
び
つ
き
、
身
体

を
運
動
へ
と
向

か
わ
せ

る
の
に
対

し
、
注

意
的
再

認
は
純
粋
記
憶
を
呼
び
起

こ
し
、
記
憶
心
像
へ
と
記
憶
を
現
実
化
す
る
。
自
動
的
再
認
は
感
覚
―
運
動

機
構
、
身
体

を
、
注

意
的
再

認
は
意
識
、
記
憶
、
心
、
人
格
を
あ
ら
わ
し
て

。い
る
。
そ
し
て
注
目

す

べ
き
事
に
、
ペ

ン
フ
ィ

ー
ル
ド
も
ま

た
、
人
間

の
脳

を
二
つ
の
仕
組
み
か
ら
説
明
す
る
。
一
つ
は
、
自
動
的
な
感
覚
―
運
動
機
構

（
a
u
t
o
m
a
t
i
c
 
s
e
n
s
o
r
y
-
m
o
t
e
u
r
 
m
e
c
h
a
n

i
s
m
)
と
、
も
う
一
つ
は
心
に
直

結

し

た

仕

組

み

で

あ

る

最

高

位

の

脳

機

構

（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｈ
ｉｇ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
　ｂ
ｒ
ａ
ｉｎ
-ｍ

ｅ
ｃ
ｈ
ａ
-

n
i
s
m
)
で
あ
る
。
自
動
的
な
感
覚
―
運
動
機
構
と
は
、
心
の
命
令
を
受
け
て
、

命

令

、

目

的

を

反

射

的

に

遂

行

す

る

仕

組

み

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

て

、

最

高

位

の

脳

機

構

と

は

心

に

直

結

し

た

仕

組

み

で

あ

り

、

心

の

命

令

を

実

行

に

移

す

た

め

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

脳

の

他

の

仕

組

み

へ

伝

え

る

。

そ

し

て

、

こ

れ

ら

二

つ

の

仕

組

み

は

互

い

に

独

立

し

て

存

在

す

る

。

即

ち

。

彼

は

二

元

論

の

立

場

を

と

っ
て

お
り

、

身

体

と
意

識

・

心

の

独

立

性

を

主
張

す

る

。

そ

れ

を

『
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
4
4）

証
明

す

る
の

が
自

動

症
（
ａ
ｕ
ｔｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉｓ
m
）

で

あ

る
。

自

動

症

と

は
無

意
識

の

ま
ま

に
運
動

を
遂
行

す
る
症
状
で
あ
る
。
そ
れ
は
側
頭
葉
に
病
巣
の
あ
る
癲

癇
患
者
に
起
こ

り
や

す
い
。
つ
ま
り
側
頭
葉
に
電
撃

が
走
る
と
上
部
脳

幹
の

発
作

を
起
こ

し
、
心

の
な
い
自
動
的
人
間
に
な
る
。
例
え
ば
、
無
意
識

の
ま

ま
当
て

も
な
く
さ
ま
よ
い
歩
く
。
あ
る
い
は
、

ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
い
る
途
中

（
4
5）

に
癲
癇

が
起
こ
る
と
意
識

が
な
い
ま
ま
に
ピ
ア
ノ
を
弾
き
続
け

る
。
こ
れ
は

反
射

と
技
能

を
利
用

し
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
ベ
ル
ク
ソ

ン
で
言
う
、
習

慣
に

よ
っ
て

獲
得
さ
れ
た
身
体
的
記
憶
を
反

復
し
て

い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
自
動

症
の
例

は
、
心

と
身

体
の
独

立
性
を
示
す
も
の
と
言
え

燵

。

で

は
、

そ
の
心
と
身
体
は
ど
う
い
う
関
係
に

あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
ベ
ル
ク

（
4
7）

ソ

ン
は
、
服

と
ク
ギ
の
喩
え
を
用

い
て
い
る
が
、

。ヘ
ン
フ
ィ

ー
ル
ド
は
、
心

（
4
8）

と
脳

を
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
喩
え
て
い
る
。
脳
に
命
令
し
、

プ
ロ
グ
ラ

ム
を
設
定
、
入
力
す
る
の
が
心
で

あ
る
。

そ
れ
を
受

け
て
自
動
的

に
作
動

す
る
の
が
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
の
脳
で

あ
る
。
つ

ま
り
、
脳
は

心
ど
外

界
と
の
仲
立
・
ち
を
す

る
器
官
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
の
器
官
、
言

わ
ば
、

心
の
道
具

な
の
で

詣

。
さ
て
、
こ
こ
で

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶
と
脳

の
関
係

を
思
い
出
そ
う
Ｊ

ベ
ル
ク
ソ

ン
で
は
、
脳
は
「

記
憶
力
の
運
動

的
道
具
」
と

し
て
語
ら
れ

た
。
脳

は
心

を
実
現
す

る
道
具
―

こ
こ
に
お
い
て
も
ま
た
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
と
ペ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
の
類
似
性
を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。
以
上
、

ベ
ル

ク
ソ

ン
の
記

憶
理
論
と
脳
生
理
学
、
と
り
わ
け
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
の
立

場

か
ら
、

そ
の
考
察
を
行

っ
て
き
た

が
、

そ
の
結
論
を
ま
と

め
て
み
た
い
と



思

う
。

三

、

結
　
　

論

ベ
ル
ク
ソ
ン
が
『
物
質
と
記
憶
』
を
著
し
て
か
ら
既
に
八
十
九
年
が
過
ぎ

て
い
る
。
進
歩
、
発
展
の
特
に
著
し
い
自
然
科
学

の
分
野
で

は
、
約

九
十
年

前
の
学
説

な
ど
骨
董
品

に
す
ぎ

な
い
。

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
打
ち
出

し
た
テ

ー
ゼ

も
陳
腐

な
哲
学
説

に
な
る
は

ず
で

あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
脳
研

究
の
急
激
な
進

歩
、
発
展

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
記
憶
理
論
を
否

定
す
る
こ
と

は
で
き

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
記

憶
に
関

し
て
は
、
不
明

な
点

が
多
く
、

ニ
ュ
ー
ロ
ン
レ
ベ
ル
で
、

シ
ナ

プ
ス
や
化
学
物
質
、
Ｒ
Ｎ
Ａ

が
関
係
し
て
い

る
こ

と
は
確

認
さ
れ
て

い
る
が
、
人
間

の
記

憶
痕
跡
を
解
明

す

る
に
は
至

っ

て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
記
憶
痕
跡
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
脳
全
体

に
お

い
て
登
録
さ
れ
、
想
起
さ
れ
る
と
考
え

た
方

が
妥
当

な
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ

で
は
も
は
や
単

純
な
大
脳
局
在
論
は
通
用
せ

ず
、
局

在
論
と
全
体
論

を
止
揚

し
た
所
で
、
脳

や
記

憶
は
解
明

さ
れ

る
べ
き
で

あ
る
。

従
来

の
科

学
は
、
因
果
関
係

に
よ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
関
係
を
数
量

化
・
空
間
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

達
し
て
き
た
。
人
間
の
意
識
も
同

様
に
、

脳
細
胞
と
の
関
係
に
お
い
て

解
明

さ
れ
て
き
た
。
確

か
に
意
識
・
心

が
存
在

し
現
実
化
す

る
に
は
脳

が
必
要

で
あ

る
。
し

か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
意

識
、
心
を
す

べ
て
脳
細
胞
の
運
動
に
還
元
す

る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
は
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
失
語
症
研
究
や
ペ

ン
フ

ィ
ー
ル
ド
の
研

究

が
示

す
通
り
で

あ

る
。
現
代
は
科
学

が
発
達
し
、
科
学
万
能

の
時
代

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

科

学
は
人
間
の
精

神
領
域
、
脳

と
心
の
問
題

に
ま
で
及
ぶ
に
至

っ
た
。
十

九

～
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
脳

生
理
学

は
急
速

に
発
展
し
、
脳
の
感
覚
Ｉ

運
動

機
能
、
言
語
中
枢
な
ど
の
局

在
に
成

功
し
た
。
し

か
し
、
高
次
精

神
機
能

に

つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
、

厳
密

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。

特
に
、
記
憶
に
つ
い
て
は
既
に
述

べ
た
よ
う
に
未

知
で

あ
り
、
身
体
的
記

憶

の
み

が
考
察
さ
れ
、
純
粋
記
憶
に
関

し
て
は
ほ
と
ん
ど
探
究
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
潜
在
的
記
憶
は
、
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
は
脳
幹
上
部
に
、
時
実
利

彦
は
大
脳
辺
縁
系
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
、

ど
う
い

う
形
で
保
存

さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
想
起
さ
れ
る
過

程
も
明

ら

か
で

は
た
い
。

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
純
粋
記
憶
の
概
念
は
、
脳

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
か

ら
は
説
明
が
、
ま
だ
困
難
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
実
在
は
、
ペ
ン
フ
ィ
ー

ル
ド
の
実

験
か
ら
確
認

さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

ベ
ル
ク
ソ

ン
は
、
こ

の
純
粋

記
憶
（
精
神
）
と
純
粋
知
覚
（
物
質
）
の
二
元
論
か
ら
出
発
す
る
が
、
ペ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
も
身
体
と
精
神
の
二
元
論

を
支
持

し
た
。
脳
生
理
学
者
の
す

べ

て

が
二
元
論
を
支
持
す
る
と
は
限

ら
な
い
が
、
意
識

は
脳

の
産
物
で
あ
る
と

す

る
一
元
論

を
目
指
し
た
・
ヘ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
が
、
最

も
唯
物
的
、
即
物
的
な

実
験

を
多
数
行

い
、
そ
の
結
果

、
二
元

論
に
至

っ
た
プ
ロ
セ
ス
は
大
き
な
説

得
力

を
持
つ
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
。ヘ
ン
フ
ィ

ー

ル
ド
の
二
元

論
は
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶
・
脳
理
論
を
支
持
す

る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
記
憶
理
論

が
数
十
年

を
経
て
検
証
さ
れ
た
と

い
う

こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
は
、
正

に
未
来
を
予
言

し
て

い
た
の

で

あ
る
↓
哲
学
者

が
自
然
科
学

に
対
し
て
言
及

す
る
場
合
、
後
世
に
な
っ
て
、

学理生脳と論理憶記のンソクルベ
冖
Ｄ７



あ
っ
さ
り

と
そ
の
学
説

が
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ

る
。
し

か
し
、

ベ
ル
ク
ソ

ン
の
記

憶
理
論
は
、
今

な
お
現
代

の
脳
生
理
学
、
科
学
の
吟
味
に

耐
え
ら

れ
、
精
神

の
実
在

性
を
保
証
す

る
学

説
と
し
て
大

き
な
意
義

が
あ
る

と
思

わ
れ
る
。
聖
書

に
よ

れ
ば
、
神

の
命
の

息
に
よ
っ
て

人
間
は
生
き
も
の

と
な

っ
た
。

そ
の
息

と
は
、
生
命
、
精
神
、
実
在
で

あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ベ

ル
ク
ソ
ン
の
理
論
は
、
宗
教
や
哲
学
の
世
界
の
独
自

性
を
科

学
的
に
証
明

し

た
と
言
え
よ
う
。

以

下

Ｈ

ｅ

ｎ

ｒ

ｉ
　
Ｂ

ｅ
ｒ
ｇ

ｓ

ｏ

ｎ

，
　
Ｍ

ａ

ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
ｅ

　
ｅ

ｔ
　
ｍ

ｅ
ｍ

ｏ

ｉｒ

ｅ

，
　
Ｐ

．
　

Ｕ

．
　
Ｆ

．
，
　

１
８
９

６

，
　

９
２

Ｅ

Ｅ
ｄ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

，

を
M
.
M
.
と
略
記
す
る
・

（

１

）
　

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

『

物

質

と

記

憶

』

に

お

い

て

、

「

学

課

の

記

憶

」

（

ｓ
ｏ

ｕ

ｖ

ｅ
ｎ

ｉｒ

ｄ
ｅ

　
ｌ
ａ

　
ｌｅ

ｇ

ｏ

ｎ

，
　
Ｍ

．
Ｍ

．
，
　ｐ

．
　
８

４

）

と

し

て

取

り

上

げ

て

い

る

が

。

こ

れ

は

、

身

体

に

刻

印

、

保

存

さ

れ

る

記

憶

で

あ

り

、

精

神

的

な

記

憶

と

区

別

す

る

た

め

に

身

体

的

記

憶

と

し

た

。

（
２
）
M
.
M
.
,
 
p
.
8
2

（

３

）

Ｈ

ｅ
ｎ

ｒ

ｉ
　

Ｈ

ｅ
ｃ

ａ

ｅ
ｎ

 

ｅ

ｔ
　
Ｇ

．
　

Ｌ

ａ

ｎ

ｔ
ｅ
ｒ

ｉ
-
Ｌ

ａ

ｕ

ｒ
ａ

，
　

Ｅ

ｖ

ｏ

ｌ
ｕ

ｔｉ

ｏ

ｎ

　

ｄ
ｅ

ｓ

ｎ

ａ

ｉ
ｓ
ｓ
ａ

ｎ

ｃ
ｅ

ｓ

　
ｅ

ｔ

　
ｄ

ｅ
ｓ

　
ｄ

ｏ

ｃ

ｔ
ｒ

ｉ
ｎ

ｅ

ｓ

　
ｓ
ｕ

ｒ

　

ｌ
ｅ

ｓ

　

ｌ
ｏ

ｃ
ａ

ｌ
ｉ
ｓ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

ｓ

　

ｃ
ｅ

ｒ
ｅ

ｂ
ｒ

ａ

ｌ
ｅ
ｓ
,

Ｄ

ｅ

ｓ
ｃ

ｌ
ｅ
ｅ

　
ｄ
ｅ

　
Ｂ

ｒ
ｏ

ｕ
w

ｅ

ｒ

，
　
Ｐ

ａ

ｒ

ｉ
ｓ

，
　
１

９
７

７

（

浜

中

淑

彦

・

大

東

祥

孝

共

訳

『

大

脳

局

在

論

の

成

立

と

展

開

』

医

学

書

院

。

八

四

ペ

ー

ジ

）

（

４

）
M

．
　
M

．
，
　
ｐ

．
　
１
２

３

（

５

）
M

．
　
M

．
，
　
ｐ

．
　
１
３

７

（

６

）
　

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
　

こ

こ

で

ベ

ル

ク

ソ

ン

は

、

大

脳

生

理

学

が

感

覚

、

運

動

機

能

の

局

在

に

成

功

し

た

こ

と

を

認

め

て

い

る

。

し

か

し

。

観

念

と

い

う

高

次

精

神

機

能

に

つ

い

て

は

、

説

明

で

き

な

か

っ

た

こ

と

を

記

し

て

い

る

。

大

脳

生

理

学

は

脳

の

分

析

化

を

進

め

て

行

き

、

一

層

そ

の

理

論

は

複

雑

化

し

た

が

、

そ

れ

で

も

現

実

の

複

雑

さ

を

捉

え

る

こ

と

は

で

き

な

か

っ

た

。

こ

こ

に

は

、

人

間

が

分

析

に

よ

つ

て

説

明

し

つ

く

せ

な

い

存

在

で

あ

る

と

い

う

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

立

場

が

明

確

に

語

ら

れ

て

い

る

。

（

７

）
　

持

続

的

記

憶

と

は

過

去

、

即

ち

時

間

を

あ

ら

わ

し

、

身

体

的

記

憶

は

空

間

を

あ

ら

わ

し

て

い

る

。

従

っ

て

、

記

憶

の

概

念

に

も

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

独

特

な

二

分

法

概

念

、

持

続

と

空

間

の

概

念

が

用

い

ら

れ

て

い

る

。

（
８
）
M
.
M
.
,
 
p
.
1
5
2

（

９

）
　

Ｍ

．
　
Ｍ

．
，
　
ｐ

．
　
１
０

７

（

1 0

）
M

．
　
M

．
，
　
ｐ
.
　

１
０

７

（
1
1
）
Ｍ
．
　
M
．
，
　
ｐ
ｐ
．
　
１
２
４
～
１
２
５

（
1
2

）

Ｄ

．
　
Ｆ

ｒ

ａ
ｎ

ｋ

　
Ｂ

ｅ

ｎ

ｓ
ｏ

ｎ

：
　
Ａ

ｐ

ｈ
ａ

ｓ

ｉａ

，
　

ａ

ｌｅ

ｘ

ｉ
ａ

，
　

ａ

ｎ

ｄ

　

ａ

ｇ

ｒ
ａ

ｐ

ｈ

ｉａ

，
　

Ｃ

ｈ
ｕ

ｒ
-

ｃ

ｈ

ｉ
ｌ
ｌ
　
Ｌ

ｉｖ

ｉｎ

ｇ

ｓ
ｔ
ｏ

ｎ

ｅ

　
Ｉ
ｎ

ｃ
.
，
　
１
９
７

９

（

笹

沼

澄

子

・

伊

藤

元

信

他

訳

『

失

語

・

失
読
・
失
書
」
協
同
医
書
出
版
社
、
九
九
～
一
〇
ニ
ペ
ー
ジ
）

（

1 3
）
M
.
M
.
,
 
p
.
１
２
７

（

14
）
　
Ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
，
　
ｏ
ｐ
.
　
ｃ
ｉ
ｔ
．
，
　
ｐ
ｐ
.
　
９
６
～
９
８

（

1
5
）
M
.
M
.
,
 
p
.
９
９

（

1 6
）
　
二
木
宏
明
著
、
シ
リ
ー
ズ
《
Ａ
脳
の
科
学
》
『
脳
と
心
理
学
』
朝
倉
書
店
、
一

九

八

四

年

、

二

七

一

ペ

ー

ジ

（

1 7

）

　
M

．
　
Ｍ

．
，
　
ｐ

．
　

１
２

１

（

1 8
）
M

．

M

．
，
　
ｐ
．
　

１
３
２

，

Ｔ
ｈ
ｅ
ｏ
ｄ
ｕ
ｌ
ｅ
　
Ａ
ｒ
m
a
ｒ
ｉ
ａ
　
Ｒ
ｉ
ｂ
ｏ
ｔ
　
（
１
８
３
９
～
１
９
１
６
）

（

1 9
）
Ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
ｎ
，
　
ｏ
ｐ
．
　
ｃ
ｉ
ｔ
．
，
　
ｐ
ｐ
．
　
１
１
５
～
１
１
９

（
2
0

）
M

．
　
M

．
，
　
ｐ

．
　
２

６
７

（
2
1

）

Ｊ
ｅ
ａ

ｎ

　
Ｔ

ｈ
ｅ

ａ
ｕ

，
　
Ｌ

ａ

　
ｃ
ｒ

ｉ
ｔ
ｉ
ｑ

ｕ

ｅ

　
ｂ
ｅ

ｒ
ｇ

ｓ
ｏ

ｎ

ｉｅ

ｎ

ｎ

ｅ

　
ｄ

ｕ

　
ｃ

ｏ

ｎ

ｃ

ｅ
ｐ

ｔ
，
　
Ｐ

．
Ｕ

．
Ｆ

．

１
９

６
８

，
　
ｐ

．
　
２

６
３

（
２
２
）
　
Ｈ
ｅ
ｃ
ａ
ｅ
ｎ
，
　
ｏ
ｐ
．
　
ｃ
ｉ
ｔ
．
，
　
ｐ
．
　
１
１
０

（
2
3
）
　
二
木
宏
明
、
前
掲
書
一
〇
～
一
一
ペ
ー
ジ

（
2
4

）
M

．
　
M

．
，
　
ｐ

．
　
１
２

４

（
2
5

）
　

Ｈ

ｅ

ｃ
ａ

ｅ

ｎ

，
　
ｏ

ｐ

．
　
ｃ

ｉ
ｔ
．
，
　
ｐ
.

　
１

７
７

，

脳

地

図

の

作

成

に

関

し

て

は

、

ブ

ロ

ー

ド

マ
ン
の
師
で
あ
る
Ｃ

．
　
ｅ
ｔ
　
Ｏ
.
　
Ｖ
ｏ
ｇ
ｔ
も
一
生
を
か
け
て
追
求
し
、
遂
に
皮
質

６７



を
二
百
以
上
の
領
域
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
は
細
か
く
分
類
し
す
ぎ
て
、
本
人

達

に

し

か

識

別

が

で

き

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

こ

れ

は

、

大

脳

生

理

学

の

失

敗

例

の

一

つ

で

あ

り

、

分

析

的

方

法

が

常

に

成

功

す

る

と

は

限

ら

な

い

こ

と

を

示

す

例

で

あ

る

。

（
2
6

）
　

時

実

利

彦

著

「

生

命

の

尊

厳

を

求

め

て

」

み

す

ず

萱

房

、

一

九

七

五

年

、

一

七

ニ

ペ

ー

ジ

（
2
7

）
　

塚

田

裕

三

編

『

別

冊

サ

イ

エ

ン

ス
　

脳

を

探

る

』

日

経

サ

イ

エ

ン

ス

社

、

一

九

八

二

年

、

一

五

五

ペ

ー

ジ

（
2
8
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
,
　
ｐ
．
　
１

５
６

（
2
9

）

Ｂ

ｅ
ｒ
ｇ

ｓ
ｏ

ｎ

，
　

Ｏ

ｅ
ｕ

ｖ

ｒ
ｅ

ｓ
,
　
Ｐ

．
Ｕ

． Ｆ

．
,
　
１

９
７

０

，
　
ｐ

ｐ

．
　

８

３
９
~

８
４
０

（
3
0

）

彼

の

生

い

立

ち

に

つ

い

て

は

、

自

叙

伝

で

あ

る

Ｎ

ｏ

　

Ｍ

ａ
ｎ

　

Ａ

ｌ
ｏ

ｎ

ｅ
,

　

Ａ

Ｎ
ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｓ
ｕ
ｒ
ｇ
ｅ
ｏ
ｎ
'
ｓ
　
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
，
　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
,
　
Ｂ
ｒ
ｏ
w
ｎ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
,
　
Ｂ
ｏ
ｓ
ｔ
ｏ
ｎ

１
９
７

６

に

詳

し

い

。

（
3
1

）
　

Ｗ

ｉ
ｌ
ｄ

ｅ
ｒ

　

Ｐ

ｅ

ｎ

ｆｉ

ｅ

ｌ
ｄ
,

　

Ｔ

ｈ

ｅ

　

Ｍ

ｙ

ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
ｙ

　

ｏ

ｆ

　

ｔ
ｈ

ｅ

　

Ｍ

ｉ
ｎ

ｄ

，
　

Ｐ

ｒ

ｉｎ

ｃ
ｅ

ｔ
ｏ

ｎ

U
ｎ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
,
　
１
９
７
４
,
　
ｐ
．
　
１
９
（
以
下
M
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
と
略
記
）

（
3
2

）
　

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
,
　
ｐ

．
　

２
４

（
3
3

）
　

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ
.

，
　
ｐ

．
　
２

１

（

3 4

）

　

Ｗ

ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ

　
Ｐ

ｅ
ｎ

ｆｉ
ｅ

ｌ
ｄ

　
ａ

ｎ

ｄ

　
Ｌ

ａ

ｍ

ａ

ｒ

　

Ｒ

ｏ

ｂ

ｅ
ｒ

ｔ
ｓ
,

　

Ｓ
ｐ

ｅ

ｅ

ｃ
ｈ

　

ａ
ｎ

ｄ

　

Ｂ

ｒ

ａ

ｉ
ｎ
-

Ｍ

ｅ

ｃ

ｈ

ａ

ｎ

ｉｓ
m

ｓ

，
　
Ｐ

ｒ

ｉｎ

ｃ
ｅ

ｔ
ｏ

ｎ

　
Ｕ

ｎ

ｉ
ｖ

ｅ

ｒ
ｓ

ｉ
ｔ
ｙ

　
Ｐ

ｒ
ｅ

ｓ
ｓ
,
　

１
９
５

８
,
　
ｐ

． 　

４
５
.

電

気

刺

激

に

よ

っ

て

過

去

を

想

起

す

る

経

験

反

応

に

対

し

て

。

現

在

に

関

す

る

解

釈

、

患

者

が

突

然

に

気

づ

く

も

の

（

親

密

感

、

奇

異

感

、

孤

独

感

な

ど

）

を

解

釈

反

応

（

ｉｎ

ｔ
ｅ
ｒ

ｐ
ｒ

ｅ

ｔ
ｉｖ

ｅ

　ｒ

ｅ

ｓ
ｐ

ｏ

ｎ

ｓ
ｅ

ｓ

）

と

名

付

け

た

。

ｉ
ｂ

ｉ
ｄ

．
,
　
ｐ

ｐ

．
　
４

７
~

４

８

（
3
5
）
　
ｉ
ｂ
ｉ
ｄ

．
,
　
ｐ
ｐ
．
　
４
６
～
４
７
．
　
ｃ
ｆ
．
　
Ｓ
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
　
Ｐ
．
　
Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｒ
ｇ
　
Ｄ
ｅ
ｕ
ｔ
ｓ
ｃ
ｈ
．

Ｌ

ｅ

ｆ
ｔ

　
Ｂ

ｒ
ａ

ｉｎ
,

　

Ｒ

ｉｇ

ｈ

ｔ

　
Ｂ

ｒ

ａ

ｉ
ｎ

，
　
W

．
　

Ｈ

．
　

Ｆ

ｒ
ｅ

ｅ
ｍ

ａ
ｎ

 

ａ

ｎ

ｄ

　

Ｃ

ｏ

ｍ

ｐ

ａ
ｎ

ｙ
,

Ｓ

ａ

ｎ

　
Ｆ

ｒ

ａ
ｎ

ｃ

ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
,

　
１

９
８

１

（

福

井

圀

彦

・

河

内

十

郎

監

訳

、

宮

森

孝

史

・

松

嵜

英

士

訳

『

左

の

脳

と

右

の

脳

』

医

学

書

院

、

一

九

八

五

年

。

二

七

四

ヽ
／
ヽ

二

七

五

ペ

ー

ジ

）

（

3 6

）
（
3
7

）
（
3
8

）

Ｍ

ｙ

ｓ

ｔ
ｅ
ｒ

ｙ
,

　
ｐ

　

３

１

（
3
9

）

Ｗ

ｉ
ｌ
ｄ
ｅ
ｒ

　
Ｐ
ｅ
ｎ

ｆｉ
ｅ
ｌ
ｄ

　
ａ
ｎ

ｄ

Ｌ
ａ
ｍ

ａ
ｒ

　
Ｒ

ｏ

ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
ｓ
,
　

Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ

　
ａ
ｎ

ｄ

　
Ｂ

ｒ
ａ
ｉ
ｎ
-

Ｍ

ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ

ｉ
ｓ
m

ｓ
,
　
ｐ

．　
４
７

（
4
0

）
　

藤

永

保

他

著

、

講

座

現

代

の

心

理

学

第

一

巻

『

心

と

は

何

か

』

小

学

館

、

一

九

八

一

年

、

四

五

ペ

ー

ジ

（
4
1

）
　

Ｍ

　
M

．
,　
ｐ

．
　
１
１
９
,
　
１
８
０

（
4
2
）

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
,
　
ｐ
ｐ

．　
３
７
~

４
３

（
4
3
）
　

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ

，
　
ｐ
ｐ

．　
４
６
~

４
８

（
4
4
）
　

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
,
　
ｐ

．
　
３
７

（
4
5
）

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ

，
　
ｐ

．
　
３
９

（
4
6
）
　

こ

こ

で

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

記

憶

、
心

の

概

念

と

、
ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

の

そ

れ

ら

と

の

相

違

、

類

似

点

を

理

解

し

て

お

く

べ

き

で

あ

る

。

ベ

ル

ク

ソ

ン

で

は

記

憶

と

は

持

続

・

精

神

・

意

識

・

心

・

実

在

で

あ

る

。

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

で

は

心

と

記

憶

は

区

別

さ

れ

て

い

る

。

記

憶

は

一

応

ど

こ

か

（

脳

幹

上

部

）
に

蓄

え

ら

れ

て

お

り

、

そ

れ

を

引

き

出

す

の

が

心

で

あ

る

（

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
,
　
ｐ

．　
８
２
）
。

し

か

し

、

記

憶

そ

の

も

の

が

ど

の

よ

う

に

存

在

し

、

想

起

さ

れ

る

か

は

、

海

馬

が

作

用

し

て

い

る

点

を

除

け

ば

、

明

確

に

さ

れ

て

い

な

い

（

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ

，
　
ｐ
ｐ

．
　
６
４
~

６
５
）
。

ベ

ル

ク

ソ

ン

の

立

場

か

ら

す

れ

ば

、

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

の

心

の

概

念

は

、

記

憶

と

一

体

的

に

考

え

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と

い

う

の

は

、

何

か

を

感

じ

、

思

い

。

意

志

す

る

に

は

常

に

記

憶

が

必

要

で

あ

り

、

心

の

働

き

と

記

憶

と

は

切

り

離

す

こ

と

は

で

き

な

い

か

ら

で

あ

る

。

そ

れ

か

ら

、

ベ

ル

ク

ソ

ン

、

ペ

ン

フ

ィ

ー

ル

ド

の

類

似

、

共

通

す

る

点

は

、

両

者

と

も

に

精

神

、

心

の

実

在

性

を

説

い

て

い

る

所

に

あ

る

。

（
4
7
）
M
.
M
.
,
 
p
.
４

（
4
8

）
　

Ｍ

ｙ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
,
　
ｐ
ｐ

．
　
５
７
~

６
１

（
4
9

）
　

Ｍ

ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
,
　
ｐ

．
　
４
６

（
5
0
）
　
時
実
利
彦
、
前
掲
書
一
〇
二
～
一
〇
九
ペ
ー
ジ

（
5
1
）
　

新

改

訳

聖

書

、

創

世

記

、

第

二

章

七

節

、

日

本

聖

書

刊

行

会

（

な

か

と

み

・

き

よ

か

ず

、

哲

学

、

千

葉

市

立

稲

毛

高

校

教

諭

）

学理生脳と論理憶記のンソクルベ
７７
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